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基本的事項の定着を図るため
に、発表や小テストなど繰り返
して取り組んでいく。そのうえ
で、さらに自分で考え、発表す
る能力を高める工夫をしてい
く。そのためにも、教材研究と
内容の精選が重要である。

３
年

公民の学習の中で、自分たちの生
活に照らし合わしながら、基本的
事象の背景や原因などについて考
えさせ社会的な思考・判断の力を
付けさせたい。ワークーシートな
どに自分の考えを言葉で表現さ
せ、発表させたい。

自分で考え、自分の考えを発表
させる学習を通して、しっかり
と意見を発表でき、また仲間の
意見を聞いて自分の考えをさら
に深める力を付ける。また、３
年間学習したことの基本を復習
させていく。

基本的な授業態度ができていな
い学年なので、授業規律を最優
先で考える必要がある。社会的
事象に対する意欲・関心をどの
ようにもたせ、考えさせていく
か工夫が大切である。

３年生となり、意欲をもって学
習に取り組む生徒が増えてきて
いる。発達段階的にも物事の多
面性を考える力が付いてきてい
るので、公民としての社会的な
思考・判断の能力を高める工夫
をしていく。

生徒の興味・関心を高める教材の
工夫が必要である。特に導入部に
興味・関心を高める工夫をして授
業にのぞみたい。また、基本的な
知識や理解を身に付けさせるため
に小テストなどで基本事項の定着
を図りたい。

補充的・発展的な指導計画具体的な授業改善策指導方法の課題分析

社会に関する興味・関心の高い
生徒とそうでない生徒の差が大
きい。それが、資料活用の能力
や知識・理解に影響を与えてい
る。基本的な学習態度は身に付
けている。

生徒の興味・関心を高める教材の
工夫が必要である。特に導入部に
興味・関心を高める工夫をして授
業にのぞみたい。また、基本的な
知識や理解を身に付けさせるため
に小テストなどで基本事項の定着
を図りたい。

意見発表の場面を設定し、話し
合い・自分の考えを発表する機
会を通して社会的思考・判断の
能力を伸ばす取り組みを試みて
いく。

1
年

２
年

　　　　　　　　　　　　内容別・観点別の分析  　　　　　       (様式２）

指導方法の課題分析と具体的な授業改善策及び補充学習等の計画 (様式３）

関心・意欲・態度 60%
社会的な思考・表現 58%

資料活用の能力 60%
知識・理解 65%

知識・理解 65%

　　　　　３年　  観点別平均正答率

定期考査及び７月までの指導状況の分析

関心・意欲・態度 65%
社会的な思考・表現 63%

資料活用の能力 48%

45%

　　　　　２年　  観点別平均達成率

定期考査及び７月までの指導状況の分析

定期考査及び７月までの指導状況の分析

　　　　　１年　  観点別平均達成率

関心・意欲・態度 65%

知識・理解 55%

社会的な思考・表現 68%
資料活用の能力
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